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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
概念の整理を行う概念整理装置であって、
以下にて記述される２Ｄデータとは２次元座標系にデジタルデータを作成編集記録するソ
フトウエアで作成された２次元のデジタルデータ、あるいは３次元のデジタルデータの表
示画面のスナップショットや印刷用の表示データを示し、
以下にて記述される３Ｄデータとは人により作成編集された３次元データ、計測機を用い
て測定された３次元データや測定された２次元データを３次元化した３次元データを示し
、
以下概念オブジェクトとは言葉や概念を２Dデータや３Dデータに表示した概念整理の対象
となるオブジェクトを示し、
任意の座標系や座標軸の方向、座標軸の原点を定義し、概念オブジェクトを表示すること
のできる仮想空間を作成する概念整理空間定義手段と、
概念整理空間内に概念オブジェクトを作成する概念オブジェクト作成手段と、
概念整理空間内に概念オブジェクトを表示する概念オブジェクト表示手段と、
特定の概念オブジェクトの上位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
上位概念オブジェクトと呼び、
特定の概念オブジェクトの下位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
下位概念オブジェクトと呼び、
下位概念オブジェクトに対して上位概念オブジェクトを概念整理空間の１つの座標軸の特
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定の方向に表示する上位下位概念オブジェクト表示手段と、
特定の概念オブジェクトの同位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
同位概念オブジェクトと呼び、
概念整理空間内に平行に定義された複数の平面を概念オブジェクト配置面と呼び、
同位概念オブジェクトを同一の概念オブジェクト配置面上に配置する同位概念オブジェク
ト配置手段と、
概念オブジェクトに固有の概念オブジェクト管理番号を付与し、概念オブジェクト管理番
号へ上位概念オブジェクト及び下位概念オブジェクトの概念オブジェクト管理番号及び次
数を付与することで概念オブジェクトの上位下位関係を記憶する、また概念オブジェクト
管理番号へ概念整理空間での概念オブジェクトの座標位置を概念オブジェクトと共に記憶
する概念オブジェクト記憶手段と、
以下実態オブジェクトとは、概念整理空間にて概念や会話が意味することを具体的に指し
示すための対象として表示される２Dデータまたは３Dデータを示し、
実態オブジェクトが表示された概念整理空間にて、前記実態オブジェクトに対し人が気づ
いたこと、知っていること、聞いたこと、見たこと、理解したこと、判断したこと、考え
たこと（以下思考と呼ぶ）の思考の対象を示す実態オブジェクト内の一つの座標点を以下
では概念オブジェクトを基準とする末端特徴点と呼び、
実態オブジェクトに概念オブジェクトを基準とする末端特徴点を作成する末端特徴点作成
手段と、
概念オブジェクトと末端特徴点とを関連付けることにより、概念と実態オブジェクトとを
関連付ける末端特徴点結合手段と、
概念オブジェクトと、その上位概念オブジェクト及び下位概念オブジェクトとの関係を概
念整理空間上に表示する、あるいは概念オブジェクトと末端特徴点との関係を概念空間上
に表示する関係線表示手段と、
実態オブジェクトに記述された各特徴点に固有の特徴点管理番号を付与し、各特徴点に関
連付けられた１つ以上の概念オブジェクトそれぞれに固有の概念オブジェクト管理番号を
付与することで、概念オブジェクトを特徴点管理番号を介して実態オブジェクトと関係付
けて記憶する特徴点関連記憶手段と、
を具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項２】
請求項１の概念整理装置であって、
概念整理空間内の1つ以上の概念オブジェクトを指定し、同じまたは新たに作成した概念
整理空間内に前記指定した概念オブジェクトの複製を配置する、あるいは同じまたは新た
に作成した概念整理空間内から前記指定した概念オブジェクトを参照することにより、概
念整理空間から派生する概念整理空間（以下派生概念整理空間と呼び、概念整理空間は派
生概念整理空間を含む）を作成する派生概念整理空間作成手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項３】
請求項１ないし２の概念整理装置であって、
概念整理空間内の概念オブジェクトを、同じまたは異なる概念整理空間の任意の座標に移
動して表示する概念整理空間集約手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項４】
請求項１ないし３の概念整理装置であって、
2つ以上の概念オブジェクトを1つの概念オブジェクトに統合する、または1つの概念オブ
ジェクトを2つ以上の概念オブジェクトに分割する概念オブジェクト統合分割手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項５】
請求項１ないし４の概念整理装置であって、
1つ以上の概念オブジェクトまたは末端特徴点に対して会話を記述する、または1つ以上の
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会話に対して応答の会話を記述する会話記述手段と、
概念整理空間内の座標を指定することにより前記会話の表示位置を決定する会話配置手段
と、
概念整理空間に記述された会話をその対象である概念オブジェクト、末端特徴点または会
話と関係付けて記憶する会話記憶手段と、
を具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項６】
請求項１ないし５の概念整理装置であって、
概念整理空間における情報の変更を自動的に受信するか否かの設定を行う情報自動受信設
定手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項７】
請求項１ないし６の概念整理装置であって、
概念整理空間、概念オブジェクト、実態オブジェクト、会話、末端特徴点、あるいは概念
整理空間内の任意の領域に対して他者への開示の可否の設定を行う概念整理空間開示制限
手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項８】
請求項１ないし７の概念整理装置であって、
概念整理空間の任意の領域を指定することで前記領域内の概念オブジェクト、実態オブジ
ェクト、会話、あるいは末端特徴点を検索表示する検索表示手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置。
【請求項９】
請求項１記載の概念整理装置に用いる端末機であって、
前記端末機が概念整理空間入力手段、概念オブジェクト入力手段、末端特徴点入力手段を
有し、前記各手段により入力された情報が前記端末機から概念整理装置に送信され、前記
送信された情報に基づき前記概念整理装置が有する前記概念整理空間定義手段、前記概念
オブジェクト作成手段、前記概念オブジェクト表示手段、前記上位下位概念オブジェクト
表示手段、前記同位概念オブジェクト配置手段、前記関係線表示手段、前記概念オブジェ
クト記憶手段、前記末端特徴点作成手段、前記末端特徴点結合手段、前記特徴点関連記憶
手段がそれぞれ処理を行い、その結果を前記概念整理装置が前記端末機に送信し、前記端
末機が前記送信された結果を表示する
ことを特徴とする概念整理装置の端末機。
【請求項１０】
請求項１記載の概念整理装置のプログラムであって、
前記概念整理装置のコンピュータを前記概念整理空間定義手段、前記概念オブジェクト作
成手段、前記概念オブジェクト表示手段、前記上位下位概念オブジェクト表示手段、前記
同位概念オブジェクト配置手段、前記関係線表示手段、前記概念オブジェクト記憶手段、
前記末端特徴点作成手段、前記末端特徴点結合手段、前記特徴点関連記憶手段
として機能させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、コンピュータを用いて概念の整理を行う概念整理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
製造業、医療、映画、漫画、アニメーション、ゲーム、広告宣伝など、その制作段階や方
針検討の段階においてはコンピュータその他の電子機器等を用いて作成された絵、写真、
動画などの２Dデータ、Word、Excel、PowerPointなどにより作成された書類データ、３DC
ADや３DCGなどにより作成された３Dデータ、MRIやCTなど３次元計測機により実物から得
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られた３Dデータなどを用いて議論や検討が行われている。
【０００３】
これらの2Ｄデータあるいは３Ｄデータの活用はお互いの理解を視覚的な情報として表示
することによって人と人のコミュニケーションを正確かつ迅速に行うことを目的としてい
るが、製作段階や方針検討の段階における一時的なアウトプットとして２Dデータや３Dデ
ータが作成されるまでには、概念的な言葉や思考を基にした議論や検討が行われる。また
、２Dデータや３Dデータを用いた議論や検討の場においても、過去に行われた概念的な議
論や検討の内容や結果を参照しながら、あるいは専門的な概念や思考プロセスを基に議論
や検討が行われる。
【０００４】
例えば製造業においては、製品開発の初期段階として、製品の全体像や設計要件などを決
定するために、製品における各部品の機能や仕様を検討する概念設計段階がある。概念設
計の段階では過去に製作された製品に関する概念設計や知識、それぞれの人が持つ知識や
経験を用いて議論や検討が行われる。
また、医療においては患者の測定データを基に、医師が持つ専門的な知識や思考により治
療方法や治療方針の決定がなされる。
【０００５】
このように、概念的な議論や検討の内容や思考プロセスを整理するためのツールとして、
マインドマップがある。マインドマップでは概念や思考同士の繋がりや関係性を作りなが
ら情報を整理することができるが、それは記述者の観点による整理であり、別の人物が異
なる観点から既存のマインドマップを評価するためには新たなマインドマップを作成し、
概念や思考の再整理をする必要がある。また複数のマインドマップ間の関係性を記述する
ことができないため、関連する概念や思考プロセスについて記述されたマインドマップを
再活用することは難しい。
【０００６】
更に、概念整理や概念を用いた検討の過程、その検討により整理された概念や思考プロセ
ス、検討に用いられた２Dデータや３Dデータはそれぞれ別の手段により記録、蓄積がなさ
れており、それぞれの関係性が失われているため、概念や思考プロセス、人々が行ったコ
ミュニケーションや交わした会話やを元に、その対象となった製品のデータや医療でのMR
Iなどによって得られた計測データを探すことは容易ではない。
【０００７】
インターネット上の情報検索などに用いられる、語句やテキスト情報の関連性を基にした
検索システムでは、入力した条件に適合する全ての情報に対して機械的な分析がなされ、
特定の優先順位をもって表示されるため、多くのデータはそのデータ名称などを頼りにか
ら見つける方法となり、ユーザの多様な検索ニーズに答えきれていない。
【０００８】
なお、ロボットハードウェアの概念設計を支援するシステムとして特許文献１が、検討し
ているアイデアの技術的な位置づけを把握するためにアイデアの整理を支援するシステム
として特許文献２が、仮想空間上に配置されたオブジェクトを対象にディスカッションや
コミュニケーションを行うシステムとして特許文献３が公表されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特許公表２０１３－５１２５２２
【特許文献２】特許公開２０１０－２３７８４８
【特許文献３】特許公開２０１３－００３７７８
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
特許文献１には、ロボットハードウェアの概念設計において、ロボットの移動モジュール
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、腕モジュール及び頭モジュールなどのロボットモジュールの各々に対して多様な構造や
メカニズム、動力伝達方式を有するテンプレートを提示し、提示されたテンプレートを解
析してモジュールを構成する関節各々の仕様を導出する技術が提案されている。
しかしながら、特許文献１に提案されるシステムは、特定のモジュールに関する技術を概
念設計に活用するためのシステムであり、モジュール間の関係性や、モジュールを設計す
る上で、その機能や性能を検討する際に考慮すべきコストや品質などといった関連概念を
紐づけた設計について考慮されていない。
【００１１】
特許文献２には、技術文献を解析し、関連する上位技術及び下位技術を木構造を有する技
術項目によって分類、表示することにより、技術体系を整理し、検討対象のアイデアの技
術的な位置付けの把握を支援するシステムが提案されている。
しかしながら、特許文献２に提案されるシステムは技術的な観点とは異なる視点による技
術体系の再整理やグループ化を行うことができない。また、アイデアの検討内容及び検討
結果と関連技術とを結び付けて記録、保存し、他のアイデア検討時に過去の検討を活用す
ることを考慮していない。
【００１２】
特許文献３には、3次元仮想空間上でユーザが動かすアバターがチャットを用いて相互に
特定のオブジェクトやタイトルに関する情報交換を行うシステムが提案されているが、チ
ャットを行うためには同時刻に同じ3次元仮想空間上にいる必要があり、自分が知りたい
情報があるかどうかはチャットの文面全てを確認しなければならない。また、複数のタイ
トルを関連させた情報交換ができない。
【００１３】
本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、概念及び概念に対する検討内容を空間上
に表示し、座標軸の方向に上位概念と下位概念を整理して配置することにより、概念を多
面的に理解、整理することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
本発明の第１の態様は、
コンピュータを用いて概念の整理を行う概念整理装置であって、
以下にて記述される２Ｄデータとは本、文書、写真、動画、図、レイアウト図、設計図、
ポンチ絵、MRI、レントゲン、ＣＴなど２次元座標系にデジタルデータを作成編集記録す
るソフトウエアで作成された２次元のデジタルデータあるいは、３次元のデジタルデータ
の表示画面のスナップショットや印刷用の表示データを示し、
以下にて記述される３ＤデータとはCAD（computer aided design）システムやCG（comput
er graphics）システムなどで人の創造により作成編集された３次元データ、レーザー、
超音波などの測定技術による３次元計測機を用いて測定された形があり既に存在するもの
の３次元データやCT、MRIなど医療機器で利用される測定技術により測定された２次元デ
ータを3次元データ化した３Ｄデータなど人が視覚的に認識しやすいように加工された３
次元データを示し、
以下概念オブジェクトとは言葉や概念を２Dデータや３Dデータに表示した概念整理の対象
となるオブジェクトを示し、
任意の座標系や座標軸の方向、座標軸の原点を定義し、概念オブジェクトを表示すること
のできる仮想空間を作成する概念整理空間定義手段と 、
概念整理空間内に概念オブジェクトを作成する概念オブジェクト作成手段と、
概念整理空間内に概念オブジェクトを表示する概念オブジェクト表示手段と、
特定の概念オブジェクトの上位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
上位概念オブジェクトと呼び、
特定の概念オブジェクトの下位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
下位概念オブジェクトと呼び、
下位概念オブジェクトに対して上位概念オブジェクトを概念整理空間の１つ座標軸の特定
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の方向に表示する上位下位概念オブジェクト表示手段と 、
特定の概念オブジェクトの同位概念にあたる言葉や概念が表示された概念オブジェクトを
同位概念オブジェクトと呼び、
概念整理空間内に平行に定義された複数の平面を概念オブジェクト配置面と呼び、
同位概念オブジェクトを同一の概念オブジェクト配置面上に配置する同位概念オブジェク
ト配置手段と、
概念オブジェクトに固有の概念オブジェクト管理番号を付与し、概念オブジェクト管理番
号へ上位概念オブジェクト及び下位概念オブジェクトの概念オブジェクト管理番号及び次
数を付与することで概念オブジェクトの上位下位関係を記憶する、また概念オブジェクト
管理番号へ概念整理空間での概念オブジェクトの座標位置を概念オブジェクトと共に記憶
する概念オブジェクト記憶手段と、
を具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００１５】
本発明の第２の態様は、
第１の態様の概念整理装置であって、
概念整理空間内の1つ以上の概念オブジェクトを指定し、同じまたは新たに作成した概念
整理空間内に前記指定した概念オブジェクトの複製を配置する、あるいは同じまたは新た
に作成した概念整理空間内から前記指定した概念オブジェクトを参照することにより、概
念整理空間から派生する概念整理空間（以下派生概念整理空間と呼び、概念整理空間は派
生概念整理空間を含む）を作成する派生概念整理空間作成手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００１６】
本発明の第３の態様は、第１ないし第２の態様の概念整理装置であって、
概念整理空間内の概念オブジェクトを、同じまたは異なる概念整理空間の任意の座標に移
動して表示する概念整理空間集約手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００１７】
本発明の第４の態様は、第１、第２ないし第３の態様の概念整理装置であって、
2つ以上の概念オブジェクトを1つの概念オブジェクトに統合する、または1つの概念オブ
ジェクトを2つ以上の概念オブジェクトに分割する概念オブジェクト統合分割手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００１８】
また、第１の態様において、
以下実態オブジェクトとは、概念整理空間にて概念や会話が意味することを具体的に指し
示すための対象として表示される２Dデータまたは３Dデータを示し、
実態オブジェクトが表示された概念整理空間にて 、前記実態オブジェクトに対し人が気
づいたこと、知っていること、聞いたこと、見たこと、理解したこと、判断したこと、考
えたこと（以下思考と呼ぶ）の思考の対象を示す実態オブジェクト内の一つの座標点を以
下では概念オブジェクトを基準とする末端特徴点 と呼び、
実態オブジェクトに概念オブジェクトを基準とする末端特徴点を作成する末端特徴点作成
手段と、
概念オブジェクトと末端特徴点とを関連付けることにより、概念と実態オブジェクトとを
関連付ける末端特徴点結合手段と、
概念オブジェクトと、その上位概念オブジェクト及び下位概念オブジェクトとの関係を概
念整理空間上に表示する、あるいは概念オブジェクトと末端特徴点との関係を概念空間上
に表示する関係線表示手段と、
実態オブジェクトに記述された各特徴点に固有の特徴点管理番号を付与し、各特徴点に関
連付けられた１つ以上の概念オブジェクトそれぞれに固有の概念オブジェクト管理番号を
付与することで、概念オブジェクトを特徴点管理番号を介して実態オブジェクトと関係付
けて記憶する特徴点関連記憶手段と、
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を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００１９】
本発明の第５の態様は、第１ないし第４の態様の概念整理装置であって、
1つ以上の概念オブジェクトまたは末端特徴点に対して会話を記述する、または1つ以上の
会話に対して応答の会話を記述する会話記述手段と、
概念整理空間内の座標を指定することにより前記会話の表示位置を決定する会話配置手段
と、
概念整理空間に記述された会話をその対象である概念オブジェクト、末端特徴点または会
話と関係付けて記憶する会話記憶手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００２０】
本発明の第６の態様は、第１ないし第５の態様の概念整理装置であって、
概念整理空間における情報の変更を自動的に受信するか否かの設定を行う情報自動受信設
定手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００２１】
本発明の第７の態様は、第１ないし第６の態様の概念整理装置であって、
概念整理空間、概念オブジェクト、実態オブジェクト、会話、末端特徴点、あるいは概念
整理空間内の任意の領域に対して他者への開示の可否の設定を行う概念整理空間開示制限
手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００２２】
本発明の第８の態様は、第１ないし第７の態様の概念整理装置であって、
概念整理空間の任意の領域を指定することで前記領域内の概念オブジェクト、実態オブジ
ェクト、会話、あるいは末端特徴点を検索表示する検索表示手段と、
を更に具備することを特徴とする概念整理装置が提供される。
【００２３】
本発明の第９の態様は、第１の態様の概念整理装置に用いる端末機であって、
前記端末機が概念整理空間入力手段、概念オブジェクト入力手段、末端特徴点入力手段を
有し、前記各手段により入力された情報が前記端末機から概念整理装置に送信され、前記
送信された情報に基づき前記概念整理装置が有する前記概念整理空間定義手段、前記概念
オブジェクト作成手段、前記概念オブジェクト表示手段、前記上位下位概念オブジェクト
表示手段、前記同位概念オブジェクト配置手段、前記関係線表示手段、前記概念オブジェ
クト記憶手段、前記末端特徴点作成手段、前記末端特徴点結合手段、前記特徴点関連記憶
手段がそれぞれ処理を行い、その結果を前記概念整理装置が前記端末機に送信し、前記端
末機が前記送信された結果を表示することを特徴とする概念整理装置の端末機が提供され
る。
【００２４】
本発明の第１０の態様は、第１の態様の概念整理装置のプログラムであって、
前記概念整理装置のコンピュータを前記概念整理空間定義手段、前記概念オブジェクト作
成手段、前記概念オブジェクト表示手段、前記上位下位概念オブジェクト表示手段、前記
同位概念オブジェクト配置手段、前記関係線表示手段、前記概念オブジェクト記憶手段、
前記末端特徴点作成手段、前記末端特徴点結合手段、前記特徴点関連記憶手段として機能
させるためのプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００２５】
概念整理空間に概念を表示し、座標軸の方向に上位概念と下位概念を整理して表示するこ
とで、上位概念と下位概念を行き来することができ、自分が知りたい情報の発見と理解が
容易になる。
また、同位の概念を意味する複数の同位概念オブジェクトを一つの配置面上に配置し、見
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る座標軸の方向によって概念の配置を自動的に、または手動で変更することにより、概念
の上下関係を保持したまま複雑な概念関係をわかりやすく表示および整理することができ
る 。
また、実態オブジェクト中の特定の場所に関する情報を、前記場所を指し示す座標点（末
端特徴点）に記録することにより、複数の実態オブジェクトに紐づけて記録された様々な
情報の中から、前記実態オブジェクト間で共通点のある特定の場所に関する情報だけを的
確に収集することができるため、実態オブジェクト中の特定の場所に関する概念を複数の
実態オブジェクトと関連付けながら効率よく、多角的に検討することが可能となる。実態
オブジェクトと概念との関連付けは、実態オブジェクトに作成された末端特徴点と概念オ
ブジェクトとの関連付けにより可能である。
実態オブジェクト中の特定の場所に関する情報を末端特徴点に記録することにより、概念
整理空間内に記録されたデータの開示制限を行う際、実態オブジェクト単位よりも更に詳
細な末端特徴点単位で開示制限を管理することができるため、実態オブジェクト内の必要
な情報だけを伝達することが可能となる。
また、概念整理空間内に表記されたデータからデータ同士の関係性を保持したまま特定の
データをピックアップし派生概念整理空間を作ることで、一つの概念を多面的に評価する
ことができる。派生概念整理空間を作った元のデータとの関係性を保持しているので、元
の関係性との比較表示することで理解を深めることができる。
【００２６】
また概念に関する検討内容を会話という形で記録し、会話を記述するときに別の概念と関
係させたり、別の概念整理空間を参照することで、直接上位下位関係にない概念の関係性
を蓄積することができる。前記蓄積した概念間の関係性から概念同士の関係が近いか遠い
かをコンピュータ上で判断することができるため、関係性が近い概念を集めて表示するこ
とで、概念の理解を深めることができる。
【００２７】
また概念整理空間では概念オブジェクトや実態オブジェクト、会話一つ一つに対して会話
を記述することができるため、時間の関係なくコミュニケーションを行うことができる。
そのとき、ある範囲の概念オブジェクトや実態オブジェクト、会話を指定し、前記指定し
た範囲内の変更情報の自動伝達設定をすることで、自分が必要とする情報をタイムリーに
得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】実施の形態に係る概念整理装置のハードウエアの構成図である。
【図２】実施の形態に係る概念整理装置の機能関係図である。
【図３】実施の形態に係る概念整理装置の端末機の機能関係図である。
【図４】実施の形態に係る概念整理装置の概念分類管理の機能分類例を示す図である。
【図５】実施の形態に係る概念整理装置の概念分類管理の分類体系例を示す表である。
【図６】実施の形態に係る概念整理装置の概念整理空間作成画面例を示す図である。
【図７】実施の形態に係る概念整理装置の概念整理空間操作画面例を示す図である。
【図８】実施の形態に係る概念整理装置の概念オブジェクト作成画面例を示す図である。
【図９】実施の形態に係る概念整理装置の配置面挿入時の既存概念オブジェクトの配置面
変更を示す図である。
【図１０】実施の形態に係る概念整理装置の配置面挿入時の既存概念オブジェクトの配置
面変更処理のフローチャートを示す図である。
【図１１】実施の形態に係る概念整理装置の概念オブジェクト間への関係線追加・削除時
の画面表示例を示す図である。
【図１２】実施の形態に係る概念整理装置の概念オブジェクトに対して平面配置処理を実
行したときの画面表示例を示す図である。
【図１３】実施の形態に係る概念整理装置の概念オブジェクトに対して円周上配置処理を
実行したときの画面表示例を示す図である。
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【図１４】実施の形態に係る概念整理装置の概念オブジェクトに対して整列処理及び座標
移動を組み合わせた画面表示例を示す図である。
【図１５】実施の形態に係る概念整理装置の派生概念整理空間作成画面例を示す図である
。
【図１６】実施の形態に係る概念整理装置の会話記述画面例を示す図である。
【図１７】実施の形態に係る概念整理装置の概念整理空間の回転表示による会話表示画面
例を示す図である。
【図１８】実施の形態に係る概念整理装置の実態オブジェクトに対する末端特徴点の作図
例を示す図である。
【図１９】実施の形態に係る概念整理装置の実態オブジェクトに対する末端特徴点の作成
画面例を示す図である。
【図２０】実施の形態に係る概念整理装置の情報グループ登録画面例を示す図である。
【図２１】実施の形態に係る概念整理装置の情報開示登録画面例を示す図である。
【図２２】実施の形態に係る概念整理装置の検索画面例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
以下、本発明の実施の形態について、図面を用いて説明する。尚、すべての図面において
、同様な構成要素には同様の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００３０】
本実施の形態はコンピュータを用いて人と人とが概念整理を行う装置の実施例である。
【００３１】
図１は概念整理装置１０００のハードウエアとその機能を表す。
【００３２】
ネットワークを介して、ユーザは図１の概念整理装置１０００の概念分類管理をする端末
機１００や概念記述をする端末機２００により概念の蓄積や整理を行う。また、ネットワ
ーク５００により接続された概念整理装置１０００の外部に記憶装置３００を保有してい
る。
【００３３】
概念オブジェクトとは概念整理空間に表示される、言葉や概念を２Dデータや３Dデータに
表示した概念整理の対象となるオブジェクトを示し、記憶装置３００は概念オブジェクト
の データ すべてをファイル単位に保存するハードディスクなどによる記憶装置である。
概念オブジェクトのフォーマットは作成されたソフトウエアによって出力され、作成に用
いられたソフトウエアによって異なるフォーマットのままの状態で記憶されている。
【００３４】
図１では、概念整理装置１０００は大きくは概念整理空間の座標情報を管理、記憶する概
念整理空間管理サーバ２と、端末機２００の操作により作成された概念オブジェクト、ま
たは外部の記憶装置３００に記憶された概念オブジェクトを取込み、保存する概念オブジ
ェクト取込管理サーバ３と、概念オブジェクト及び概念整理過程で記述される会話を記憶
する概念関連データ記憶サーバ６と、ユーザの端末機１００と端末機２００からの概念整
理装置１０００へのアクセス許可を判断するアクセス制御サーバ７と概念整理装置１００
０の全体のサーバを管理する管理サーバ１とから構成されている。
【００３５】
概念整理装置１０００は、コンピュータプログラムを読み取って対応するデータ処理を実
行できるように、ＣＰＵ（Ｃentral Processing  Unit）、ＲＯＭ（Read Only Memory）
、ＲＡＭ(Randam Access Memory)、Ｉ／Ｆ(Interface)ユニット、等の汎用デバイスで構
成されたハードウエア、所定のデータ処理を実行するように構築された専用の論理回路、
これらの組み合わせ、等として実施することができる。
【００３６】
ネットワーク５００は、光ファイバーなどのケーブルや赤外線、電波など何らかの手段で
つなぎ、データのやり取りができるようにする。実施例では社内LAN(Local area network
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)であるが、例えば無線ＬＡＮ、ＷＡＮ(Wide Area Network)、イントラネット、複数のＬ
ＡＮやＷＡＮをつないだ地球規模のインターネット等でも良い。
【００３７】
図２は概念整理装置１０００のの全体システムを機能別に図示したものである。
【００３８】
本実施の形態は、絵、写真、動画、Word、Excel、PowerPointなどにより作成された書類
などの２Dデータや、３DCAD、３DCG、MRIやCTなど３次元計測機による測定データなどの
３Dデータを概念整理装置１０００で利用できるフォーマットに変換し、概念オブジェク
ト取込格納部５２に保管された概念オブジェクトを対象として概念整理を行う実施例であ
る。
【００３９】
概念整理装置１０００で利用できるフォーマットとして、例えば、２Ｄデータの場合はビ
ットマップ、圧縮されたGIF、JPEG、PNG、PDF等の画像データフォーマット、動画の場合
は一定の時間間隔のフレームに表示される画像を取り込むことでそれぞれの画像データを
前記フォーマットに変換し、３Ｄデータの場合はCADソフト、CAEソフトなどで3Dモデルを
作成するアプリケーションで作成された3Dモデル、生成JT、Lattice XVLなどの３Ｄデー
タを表示・閲覧するためのフォーマットなどである。また、Word、Excel、PowerPointな
どの書類、写真などの作成編集を行う２Dデータを扱うアプリケーションソフトや、NX、C
ATIAなどモデル作成編集を行う３Dデータを扱うアプリケーションソフトの機能の１つと
して、本発明を実施することでも良い。
【００４０】
概念整理空間管理サーバ２は概念整理空間の座標系、座標軸、座標原点などの概念整理空
間の形成に必要な情報を決定する手段を有し、前記情報および概念整理空間内に配置され
た概念オブジェクトと 会話の座標情報を記憶し、概念整理空間情報格納部５１に保存す
るものである。また、概念整理空間および概念整理空間内に配置された概念オブジェクト
と 会話の座標を変換し、異なる座標系、座標軸、座標原点を持つ概念整理空間に表示さ
せる座標変換手段を有する 。
【００４１】
概念オブジェクト取込管理サーバ３は、端末機２００からの特定の概念オブジェクトのフ
ァイル呼び出し命令を管理サーバ１が受信した際、指定されたデータのファイルを記憶装
置３００に検索要求し、記憶装置３００の検索結果により取得した前記データのファイル
を管理サーバ１が受信したとき、またはユーザが端末機２００の概念オブジェクト作成手
段により作成した概念オブジェクトを管理サーバ１が受信したとき、前記データを概念オ
ブジェクト取込管理サーバ３に取り込み、端末機２００からの指定されたフォーマットに
データを変換し、変換プログラムによりあらかじめ決められた座標系と座標軸、座標原点
に対する座標が決定し、概念オブジェクト取込格納部５２に保存する処理を行うものであ
る。
【００４２】
概念関連データ記憶サーバ６は概念オブジェクト記憶サーバ４と会話記憶データベースサ
ーバ５とで構成され、概念オブジェクト記憶サーバ４は概念オブジェクトである２Dデー
タや３Dデータを記憶し、概念整理空間内に記述された会話は会話記憶データベースサー
バ５に記憶し、特徴点が 作成された概念オブジェクトと、前記特徴点に記述された会話
とは概念整理装置１０００の中でユニークな特徴点管理番号をキーに関係づけられて概念
関連データ記憶サーバ６に記憶するものである。特徴点とは２Ｄデータまたは３Dデータ
が表示された座標空間にて、前記２Ｄデータまたは３Dデータに対し人が気づいたこと、
知っていること、聞いたこと、見たこと、理解したこと、判断したこと、考えたことなど
の思考の対象を示す２Ｄデータまたは３Dデータ内の一つの座標点を示す。
【００４３】
概念関連データ記憶サーバ６の概念オブジェクト格納部５４は概念オブジェクト記憶サー
バ４に確保された概念オブジェクトを格納する場所である。会話格納部５５は会話を記述
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するための定型の入力フォーマットおよび前記フォーマットに入力されたデータを会話記
憶データベースサーバ５に確保して保存する場所であり、言葉格納部５３は概念整理装置
１０００の概念分類管理手段７２により登録された知識用語を保存する場所である。
【００４４】
アクセス制御サーバ７はユーザの概念整理装置１０００へのユーザ登録によるアクセス認
証を実施するサーバである。概念整理装置１０００へのユーザ登録時にアクセス制御サー
バ７のデータマネージメントシステムによりユーザ毎にユーザ管理番号を決定し、そのユ
ーザ管理番号毎にアクセス可能な対象データとの関係情報をユーザ 情報格納部５７に記
憶する。
【００４５】
管理サーバ１は概念整理装置１０００での中央コントロール機能であり、端末機１００、
端末機２００からの情報を受け取り、その命令や情報を判断して、概念整理空間管理サー
バ２や概念オブジェクト取込管理サーバ３や概念関連データ記憶サーバ６やアクセス制御
サーバ７に処理を促し、逆に、概念整理空間管理サーバ２や概念オブジェクト取込管理サ
ーバ３や概念関連データ記憶サーバ６やアクセス制御サーバ７の処理結果を受け取り、適
切な端末機へ結果情報を送る制御を実施するものである。
【００４６】
端末機１００の概念分類管理手段は統一的な言葉で登録された知識用語を用いて概念整理
装置１０００で扱う概念を分類し、管理するためのものである 。
【００４７】
知識用語の記憶テーブルの構造は、例えば、図４に示すように、製造業における製品に対
して機能分類名称とその細部分類名称を大分類、中分類、小分類に分けて体系化し、その
小分類に対し複数の機能の性能を説明する言葉である機能名称をマスターとして登録し、
その機能名称の言葉に言葉コードが概念関連データ記憶サーバ６でのプログラムの処理に
より付与され言葉格納部５３に保管される。
【００４８】
この言葉コードは海外の外国語への知識データの変換に際して、同じ言葉コードを表す外
国語の言葉との対応に用いられる。つまり、言葉コードに対して、複数の外国語の同じ意
味を表す言葉を保有するテーブルを持っている。これにより、概念整理装置１０００に記
憶された概念関連データはグローバルに共通な意味の言葉を用いて分類することができる
。
【００４９】
このように、製造業における概念の表現に用いる言語の分類体系を、例えば、図５に示す
。言葉の分類体系としては、設計や生産などの業務機能毎に各業務機能が使う言葉を技術
言葉と管理言葉に分類している。製品の機能や品質実現、設計意図を表現する設計的な言
葉や生産において使用される生産管理の言葉や品質管理の言葉、あるいは販売後のサービ
ス業務において使用される製品の故障表現、修理表現などの言葉を端末機１００により入
力し、概念分類管理のプログラムにより、概念関連データ記憶サーバ６の言葉格納部５３
に登録保存される。
【００５０】
例えば、設計者が概念整理装置１０００で用いる技術言葉のテーブルの例として、機能表
現のテーブルを登録する場合には、設計０１と技術言葉Ａに該当する機能表現００４のテ
ーブルとして登録される。このテーブル内に機能表現の言葉を登録するデータ構造として
いる。したがって、この場合のテーブルのＩＤは前記記号を順に組み合わせして０１Ａ０
０４が設計の使用する技術言葉である機能表現を格納するテーブルＩＤと決定される。
【００５１】
図３にて８１、８２、８３、８４は 概念整理装置の端末機１００および端末機２００が
有する機能を図示したものである。
【００５２】
概念分類管理手段８１はユーザの端末機１００のプログラムに実装され、ユーザの操作に
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より概念の分類登録のための定型の入力フォーマットに対して知識用語を入力することで
概念の分類を登録し、登録された概念を編集、管理する処理を行うものである。
【００５３】
概念整理空間作成手段８２は端末機２００のプログラムに実装され、端末機２００が概念
整理空間装置１０００の概念整理空間管理サーバ２からネットワーク５００を介して受信
した概念整理空間を定義するための情報から、ユーザの操作に沿って各定義を決定するこ
とにより、概念整理空間を作成する処理を行うものである。
【００５４】
概念オブジェクト登録手段８３は端末機２００のプログラムに実装され、概念整理空間装
置１０００の概念整理空間管理サーバ２の概念性空間情報格納部５１に登録された概念整
理空間の情報をネットワーク５００を介して受信し、ユーザの操作により前記概念整理空
間内に概念オブジェクトを作成し、登録する処理を行うものである。
【００５５】
図３の特徴点会話記述手段８４ はユーザの端末機２００のプログラムに実装され、端末
機２００が概念整理装置１０００から受信した概念整理空間内の概念オブジェクトに対し
、ユーザの操作に沿って、特徴点または会話の記述や検索、編集などの処理を行うもので
ある。
【００５６】
上記８１、８２、８３、８４の各手段は個別に異なる端末機に実装されることでもよく、
任意の組み合わせの手段が端末機に実装されることでもよい。
【００５７】
図６は３次元の座標空間における概念整理空間作成の画面例を示したものである。
ユーザが端末機２００の画面に表示されたメニュー画面５００の概念整理空間作成ボタン
を押し下げることにより、概念整理空間作成画面６００が表示される。次に概念整理空間
作成画面６００の座標系選択ボタンを押し下げることにより、概念整理装置１０００に登
録されている座標系の検索命令が管理サーバ１に送信される。管理サーバ１は前記座標系
の検索命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概念整理空間管理サーバ２は概念整理
空間情報格納部５１から概念整理空間を作成することができる座標系の情報を抽出し、管
理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記座標系情報を受け取ると、端末機２００の概
念整理空間作成画面６００に選択可能な座標系の種類を表示する。
【００５８】
ユーザによる座標系の選択操作により、前記座標系を持つ空間の生成命令が管理サーバ１
に送信される。管理サーバ１は指定された座標系の生成命令を概念整理空間管理サーバ２
に伝達し、概念整理空間管理サーバ２は概念整理空間生成手段により指定された座標系を
持つ空間を生成し、その表示情報を管理サーバ１に送信する。概念整理空間は、例えば指
定された座標系が３次元直交座標系であった場合、原点座標からZ軸の方向に等間隔LでXY
平面に平行な概念オブジェクトの配置面（以下、単に配置面と呼ぶ）６１３を生成する。
前記間隔Lはあらかじめ図３の概念整理空間作成手段８２により図２の概念整理空間情報
格納部５１に記憶されいて、概念 整理空間生成手段７１に 定義されたものである。
【００５９】
同一の配置面上には同位概念を示す概念オブジェクト（以下、同位概念オブジェクトと呼
ぶ）を配置し、ある概念オブジェクトに対しZ軸の正の方向の配置面上にはより上位の概
念を示す概念オブジェクト（以下、上位概念オブジェクトと呼ぶ）を、Z軸の負の方向の
配置面上にはより下位の概念を示す概念オブジェクト （以下、下位概念オブジェクトと
呼ぶ）を配置する。上位概念オブジェクトであるか下位概念オブジェクトであるかは、そ
の概念オブジェクトを作成または編集するユーザの判断により決定される。
【００６０】
管理サーバ１は前記空間の表示情報を端末機２００に伝達し、端末機２００は概念整理空
間作成画面６００の概念整理空間６１０に指定された座標系６１１を持つ概念整理空間を
描画する。
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【００６１】
このとき概念整理空間作成画面６００の座標原点指定ボタンを押し下げ、マウスなどのポ
インティングデバイスやキー操作により、概念整理空間６１０内の1点を指定することに
より、座標原点６１２の位置を変更してもよい。また、概念整理空間作成画面６００の座
標方向指定ボタンを押し下げ、マウスなどのポインティングデバイスやキー操作により座
標系６１１の座標軸の方向を指定することにより、座標軸の方向を変更してもよい。この
とき、配置面６１３は必ずXY平面 に対して平行に生成する。
【００６２】
続いて端末機２００へのユーザの操作により概念 整理空間作成画面６００の概念整理空
間タイトル入力欄６２０にインプットされた概念整理空間のタイトルは、登録ボタンの押
し下げにより、概念整理空間の座標系、座標原点、座標軸の方向、概念整理空間タイトル
の情報が管理サーバ１に送信される。管理サーバ１は前記概念整理空間の登録情報を受信
するとそれを概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概念整理空間管理サーバ２は 前記概
念整理空間の登録情報を概念整理空間情報格納部５１に格納する。そのとき、概念整理空
間管理サーバ２は前記 概念整理空間の登録情報を、概念整理空間管理サーバ２にインス
トールされたデータマネージメントシステムにより決定され概念整理装置１０００内でユ
ニークな概念整理空間管理番号をキーに記憶し、管理する。
【００６３】
図７は作成された概念整理空間から指定した概念整理空間を表示する画面例、図８は表示
された概念整理空間に対して概念オブジェクトを作成する画面例を示したものである。
【００６４】
図７にてユーザ のメニュー画面５００の概念整理空間一覧ボタンの押し下げにより、概
念整理空間管理サーバ２への 概念整理空間の検索命令が管理サーバ１に送信される。管
理サーバ１は前記検索命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達すると、概念整理空間管理
サーバ２は概念整理空間情報格納部５１から登録されている概念整理空間のタイトルや作
成ユーザ、作成日時、更新日時などの属性情報を抽出し、管理サーバ１に送信する。管理
サーバ１は前記概念整理空間属性情報を受け取ると端末機２００に送信し、端末機２００
はコミュニケーション一覧表示画面６２０に受信した概念整理空間属性情報を表示させる
。
【００６５】
コミュニケーション一覧表示画面６２０に表示された概念整理空間のリストから任意の1
つを選択することにより、選択された概念整理空間の表示命令が管理サーバ１に送信され
る。管理サーバ１は前記概念整理空間表示命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概
念整理空間管理サーバ２は概念整理空間情報格納部５１から前記概念整理空間の座標系、
座標原点、座標軸の方向、概念オブジェクトの座標情報、会話の座標情報を抽出し  、管
理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記各情報を受信すると、概念オブジェクトのデ
ータ及び会話のテキストデータと添付ファイルデータの検索命令を概念関連データ記憶サ
ーバ６に送信する。概念関連データ記憶サーバ６は前記検索命令を受信すると概念オブジ
ェクト格納部５４から前記概念オブジェクトのデータを、会話格納部５５から前記テキス
トデータと添付ファイルデータを抽出して管理サーバ１に送信する。
管理サーバ１概念関連データ記憶サーバ６から受信した概念オブジェクト格納部５４から
の前記概念オブジェクトのデータと、会話格納部５５からの前記テキストデータと添付フ
ァイルデータなどの表示 情報を端末機２００に送信し、端末機２００は前記各座標情報
および表示情報を受信すると概念整理空間操作画面６３０に概念整理空間、概念整理空間
タイトル、概念オブジェクト及び会話を表示させる。
【００６６】
ユーザが概念整理空間操作画面６３０に表示された概念整理空間６１０に 配置された概
念オブジェクト対して同位概念オブジェクト  を作成する場合、既存の概念オブジェクト
と同一の配置面を指定し新規概念オブジェクトを作成する操作を実行する。一方、概念整
理空間６１０に配置された概念オブジェクトに対して上位あるいは下位概念オブジェクト
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を作成する場合、既存の概念オブジェクトの上位方向あるいは下位方向に新規配置面を作
成し、その後新規配置面に概念オブジェクトを作成する操作を実行する。
以下に概念整理空間６１０に新規概念オブジェクトを作成する操作及び処理の流れの実施
例を記述する。
【００６７】
図８は概念整理空間６１０に新規概念オブジェクト６１４を作成する画面例である。
【００６８】
概念整理空間操作画面６３０の概念オブジェクト作成ボタン７０１を 押し下げることで
端末機２００の概念オブジェクト作成手段８３のプログラムが概念オブジェクト作成メニ
ュー６４０を表示させる。
概念オブジェクト配置座標入力欄８０１へのXYZ各座標値の直接入力あるいはユーザによ
るマウスなどのポインティングデバイスを用いた配置面及び配置面上の座標指定操作によ
り、概念オブジェクトの配置座標を決定する（以下、新規概念オブジェクト配置座標と呼
ぶ）。このとき、Z座標は必ずnL（nは整数、Lは配置面の間隔値）の値をとる。
続いてユーザは概念オブジェクトデータ選択欄８０２から任意の概念オブジェクトデータ
の種類を選択する。概念整理空間６１０内に直接図形を描画する場合、概念オブジェクト
データ選択欄８０２の図形描画を指定し、任意の描画方法を選択してマウスなどのポイン
ティングデバイスやキー操作により概念整理空間６１０内に図形を描く操作を行うことで
、端末機２００の概念オブジェクト作成手段８３のプログラムが新規概念オブジェクト配
置座標を中心座標とする図形を描画する処理を実行する。
【００６９】
概念整理装置１０００とネットワーク５００で接続された記憶装置３００に記憶されたフ
ァイルを指定する場合、概念オブジェクトデータ選択欄８０１のファイル指定を選択し、
ファイルが記憶されている記憶領域のアドレスを入力することにより、端末機２００の概
念オブジェクト作成手段８３のプログラムが指定されたファイルを新規概念オブジェクト
配置座標に表示する。
貼付語句のみを選択した場合、後述の語句貼付として入力したテキストだけを新規概念オ
ブジェクト配置座標に配置する処理を実行する。
【００７０】
前記ファイル指定操作により指定したファイルが３Dデータである場合、管理サーバ１は
記憶装置３００から前記３Dデータを受信するとその３Dデータを概念オブジェクト取込管
理サーバ３に送信する。概念オブジェクト取込管理サーバ３は前記３Dデータを受信する
と概念オブジェクトフォーマット変換手段７４により概念整理装置１で扱うことが可能な
データフォーマットに変換し、管理サーバ１に送信する。管理サーバ１はデータフォーマ
ットが変換された３Dデータを受信すると前記３Dデータを端末機２００に送信し、端末機
２００は概念オブジェクト作成画面６４０の指定された配置面に前記３Dデータを表示さ
せる。
【００７１】
また、指定したファイルが２Dデータである場合、端末機２００の操作により記憶装置３
００から抽出した２Dデータを管理サーバ１を介して概念オブジェクト取込管理サーバ３
に送信し、概念オブジェクト取込管理サーバ３の概念オブジェクトフォーマット変換手段
７４により概念整理装置１０００で扱うことが可能な画像データフォーマットに変換して
もよく、あるいは、端末機２００の操作により前記２Dデータを作成したソフトウェアに
て端末機２００の表示画面上に表示させ、端末機２００の画面キャプチャ機能を用いてそ
の表示画面を概念整理装置１０００で扱うことが可能な画像データとして保存し、概念オ
ブジェクト取込管理サーバ１に送信してもよい。
【００７２】
概念オブジェクト取込管理サーバ３は受け取った２Dデータに概念オブジェクト座標決定
手段７３を 用いて３次元の座標系及び座標原点を決定し、概念オブジェクト取込管理サ
ーバ３の概念オブジェクト取込格納部５２に保存することで、２Dデータを３次元の座標
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空間上で扱うことが可能となる。
【００７３】
前記操作により概念整理空間６１０内に作成された概念オブジェクト６１４に対し、対象
とする概念を明確にするための語句を貼付語句入力欄８０３に自由入力により入力する、
あるいは言葉格納部５３に格納された知識用語の分類から任意の語句を選択することによ
り、端末機２００は概念オブジェクト６１４の表面に前記語句を表示させる処理を実行す
る。
概念オブジェクトデータ選択欄８０２にて貼付語句のみを選択した場合、前記入力語句の
テキストだけを新規概念オブジェクト配置座標に表示する。
【００７４】
概念オブジェクトに貼付した語句が意味することをより明確にするために、概念説明記述
欄８０４に概念の説明を自由に文章を入力する方法で入力してもよい。
以上の操作により、整理を行う対象の概念を明確にする概念オブジェクト６１４が作成さ
れる。
【００７５】
概念整理空間管理番号、概念整理空間内に作成された概念オブジェクト６１４の形状情報
、座標情報 、貼付語句情報、概念説明情報はユーザの登録ボタン８０５の押し下げによ
り管理サーバ１に送信される。管理サーバ１は前記各情報を概念オブジェクト記憶サーバ
４に送信し、概念オブジェクト記憶サーバ４は前記情報を受信すると、サーバ内にインス
トールされたデータマネージメントシステムが概念整理装置１０００内でユニークな概念
オブジェクト管理番号を決定し、概念オブジェクト管理番号を基に前記各情報を概念オブ
ジェクト格納部５４に格納する。同時に、決定された概念オブジェクト管理番号及び概念
整理空間６１０における配置座標が概念オブジェクト記憶サーバ４から管理サーバ１に送
信され、概念整理空間６１０の概念整理空間管理番号をキーに前記概念オブジェクト管理
番号と座標情報が概念整理空間管理サーバ２の概念整理空間情報格納部５１に格納される
。
【００７６】
概念整理空間操作画面６３０に表示された概念整理空間に対し、既存の概念オブジェクト
の上位概念オブジェクトあるいは下位概念オブジェクトを作成する場合、概念整理空間操
作画面６３０の概念オブジェクト作成ボタンを押し下げ、既存の概念オブジェクトを指定
した後、新たに作成する概念オブジェクトを配置する配置面上の任意の座標を指定する操
作により、端末機２００の概念オブジェクト作成手段８３のプログラムが前記表示された
概念整理空間と同じ座標系を持つ概念オブジェクト作成画面６４０を表示させる。
【００７７】
概念オブジェクト作成画面６４０での概念オブジェクト作成方法は同位概念オブジェクト
あるいは独立した概念オブジェクトを作成する前記実施例と同様に行う。概念オブジェク
ト作成後、概念オブジェクト作成画面６４０の登録ボタンの押し下げにより、既存の各概
念オブジェクトの配置面変更処理が実行される。
【００７８】
図９は図７に示される概念整理空間６１０概念オブジェクト「動物」８００が配置されて
いる配置面８０１の下位に新規配置面８０２を挿入した時の、既存の各概念オブジェクト
の配置面の変更を示す図である。図１０は新規配置面挿入時の既存概念オブジェクトの配
置座標変更の処理のフローチャートを示したものである。
【００７９】
ユーザは端末機２００に表示された図７の画面にて配置面挿入ボタン７０２の押し下げと
マウスなどのポインティングデバイスによる挿入位置の指定により、配置面の挿入命令及
び指定座標（X1,Y1,Z1）を管理サーバ１に送信する（図１０ステップS1）。本実施例では
配置面８０１と配置面６１９との間に新規配置面を作成するために、配置面８０１と配置
面６１９の間の座標を指定するものとする。
管理サーバ１は前記命令及び座標を概念整理空間管理サーバ２にその命令を送信し、概念
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整理空間管理サーバ２では概念整理空間生成手段７１のプログラムにより、概念整理空間
６１０に配置された全ての概念オブジェクトに対し、配置座標変更の処理を図１０のフロ
ーチャートに沿って実行する。
【００８０】
新規配置面はZ座標の値がZ=nL（Z1-L＜nL＜Z1、nは整数、Lは配置面間の距離）を満たす
、XY平面に平行な面に作成する。
【００８１】
概念整理空間生成手段７１のプログラムはステップS6にて概念整理空間６１０に配置され
た概念オブジェクトRkの座標値（Xk,Yk,Zk）を取得し、ステップS7にてそのZ座標値Zkと
新規配置面のZ座標値nLとを比較する。その結果ステップS8にてZk≦nLを満たす概念オブ
ジェクトのZ座標値からLを減算した座標（Xk,Yk,Zk-L）を新規座標として決定し、概念オ
ブジェクト管理番号をキーに概念整理空間情報格納部５１に格納する。
以上の処理を概念整理空間６１０に配置された全ての概念オブジェクトに対して実行し、
概念オブジェクトの配置座標変更の処理を終了する。
【００８２】
同時に、概念整理空間管理サーバ２は座標が変更された前記概念オブジェクトの表示命令
を管理サーバ１に送信し、管理サーバ１が変更された概念オブジェクトの座標情報を端末
機２００に伝達することにより、端末機２００は座標変更後の概念オブジェクトを表示さ
せる。
【００８３】
以上の処理の結果、図９に示すように図７の配置面８０１と配置面６１９との間に新規配
置面８０２が挿入される。
概念オブジェクトの配置面内の座標は、概念整理空間操作画面６３０の概念オブジェクト
座標変更ボタン７０３を押し下げ、マウスなどのポインティングデバイスにより概念オブ
ジェクトが存在する配置面上の座標を指定する操作により、配置面内に限り自由に座標（
XY座標）を変更してもよい。
【００８４】
図１１は図９に示す概念整理空間の配置面８０２に対し、新規概念オブジェクト６１４を
作成し、概念オブジェクト間への関係線の作成または削除により、概念オブジェクト間の
上下関係を整理した概念整理空間を示す図である。
【００８５】
関係線の作成は、図７の概念整理空間操作画面６３０の関係線作成ボタン７０４を押し下
げ、関係線の始点となる概念オブジェクト１つと終点となる概念オブジェクト１つ以上を
指定することにより、2つ以上の概念オブジェクト間の上位と下位の関係を作成する。以
下にその実施例を記述する。
【００８６】
概念整理空間操作画面６３０の関係線作成ボタン７０４を押し下げ、マウスなどのポイン
ティングデバイスにより関係線の始点とする概念オブジェクト「肉食動物」を選択した後
、関係線の終点とする「ヘビ」及び「クモ」の概念オブジェクトを指定する。前記操作に
より端末機２００は「肉食動物」と「ヘビ」及び「クモ」との概念オブジェクトの上位下
位関係の決定と、「肉食動物」と「ヘビ」及び「クモ」とを繋ぐ関係線の作成命令を管理
サーバ１に送信する。
【００８７】
管理サーバ１は前記命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概念整理空間管理サーバ
２は「肉食動物」と「ヘビ」及び「クモ」とのZ軸座標値を比較する計算処理により「肉
食動物」は「ヘビ」及び「クモ」の１次の上位概念オブジェクトとして認識し、「肉食動
物」の「ヘビ」に対する次数値として-1、「肉食動物」の「クモ」に対する次数値として
-1、「ヘビ」の「肉食動物」に対する次数値として1、「クモ」の「肉食動物」に対する
次数値として1を決定し、各次数値を管理サーバ１に送信する。管理サーバは前記次数値
情報を概念関連データ記憶サーバ６に送信し、概念関連データ記憶サーバ６は各概念オブ
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ジェクトの概念オブジェクト管理番号をキーに前記次数値情報を記憶する。
【００８８】
同時に、概念整理空間管理サーバ２は始点及び終点の概念オブジェクトの座標情報から「
肉食動物」と「ヘビ」及び「クモ」とを繋ぐ関係線の始点と終点座標、線種、線色、線の
太さなどの描画 情報（以下、関係線情報と呼ぶ）を決定し、前記描画情報を各概念オブ
ジェクトの概念オブジェクト管理番号をキーに概念整理空間情報格納部５１に格納する。
また、前記関係線の表示命令を管理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記関係線の描
画情報を受信するとそれを端末機２００に送信し、端末機２００は関係線６２０および６
２１を表示する。（図１０左図）
【００８９】
上記の処理により作成された関係線は、その関係線の始点あるいは終点の概念オブジェク
トの座標が変更されたとき、同時に概念整理空間管理サーバ２は関係線の描画情報の変更
処理を実行し、変更後の関係線の描画情報を視点及び終点の概念オブジェクト管理番号を
キーに概念整理空間情報格納部５１に格納する。また、変更した関係線の描画情報および
その表示命令を端末機２００に送信する。
【００９０】
関係線の削除は、図７の概念整理空間操作画面６３０の関係線削除ボタン７０５を押し下
げ、削除する関係線を指定することにより、概念オブジェクト間の上位と下位の関係を消
去する。以下にその実施例を記述する。
【００９１】
概念整理空間操作画面６３０の関係線削除ボタン７０５を押し下げ、マウスなどのポイン
ティングデバイスにより「肉食動物」と「クモ」を繋ぐ関係線６２１を指定する。前記操
作により端末機２００は「肉食動物」と「クモ」との間の次数値及び関係線消去命令を管
理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記次数値消去命令を概念関連データ記憶サーバ
６に伝達し、概念関連データ記憶サーバ６は「肉食動物」及び「クモ」の概念オブジェク
ト管理番号を基に概念オブジェクト格納部５４から「肉食動物」の「クモ」に対する次数
値と「クモ」の「肉食動物」に対する次数値を検索し、消去する。
【００９２】
また、管理サーバ１は前記関係線消去命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概念整
理空間管理サーバ２は「肉食動物」及び「クモ」の概念オブジェクト管理番号を基に関係
線６２１の描画情報を概念整理空間情報格納部５１から検索し消去する。同時に、関係線
６２１の表示消去命令を管理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記命令を受信すると
それを端末機２００に送信し、端末機２００は関係線６２１の表示を消去する。（図１０
右図）
【００９３】
以上の処理により「肉食動物」と「クモ」を繋ぐ概念オブジェクトの上位下位関係が消去
される 。
【００９４】
図１２は図１１左図の概念整理空間をZ軸を中心に回転させ、Y軸の負の方向から見ており
、前記概念整理空間内の概念オブジェクトを、概念オブジェクト８００を基準としたX1Z1
平面上に座標移動した図である。
【００９５】
ユーザは図１２の概念オブジェクト整列メニュー７５０から整列方法を選択することによ
り、概念整理空間に表示されている概念オブジェクトの配置を一括して変更することがで
きる。以下にその操作及び処理の流れを記述する。
【００９６】
ユーザが端末機２００に表示された図７の概念整理空間操作画面６３０の概念オブジェク
ト整列ボタン７０６を押し下げる操作を行うことで、概念整理装置１０００が実行可能な
概念オブジェクトの配置一括変更方法の検索命令を管理サーバ１に送信する。管理サーバ
１は前記命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達し、概念整理空間管理サーバ２は概念整
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理空間生成手段７１のプログラムにあらかじめ登録された配置一括変更のアルゴリズムと
して、例えば平面配置と円周上配置のアルゴリズムが登録されていることを検出し、前記
アルゴリズム登録情報を管理サーバ１に送信する。管理サーバ１は前記アルゴリズム登録
情報を端末機２００に送信し、端末機２００は表示画面に概念オブジェクト整列メニュー
７５０を表示する。
【００９７】
ユーザが概念オブジェクト整列メニュー７５０の平面配置ボタン７５１を押し下げ、任意
の概念オブジェクト、例えば概念オブジェクト「動物」８００を指定する操作を実行する
ことにより、概念オブジェクト８００を基準とする、下位概念オブジェクトの配置変更命
令と、ユーザが端末機２００の画面に表示している概念整理空間６１０の座標軸方向が管
理サーバ１に送信される。管理サーバ１は前記命令及び座標軸方向の情報を概念整理空間
管理サーバ２に送信し、概念整理空間管理サーバ２は概念整理空間生成手段７１のプログ
ラムに登録された平面配置アルゴリズムを実行させる。平面配置アルゴリズムは座標軸方
向の情報と概念オブジェクト８００の座標から、ユーザの端末機２００の表示画面に対し
て平行かつ概念オブジェクト８００が存在する平面を導き出し、前記平面上に概念オブジ
ェクト８００の下位概念オブジェクトの座標を移動する処理を行う。
【００９８】
続いて概念整理空間管理サーバ２は配置変更結果の表示命令と各概念オブジェクトの座標
情報を管理サーバ１に送信し、管理サーバ１は前記命令及び座標情報を端末機２００に送
信する。端末機２００は前記座標情報を受信し、概念整理空間６１０内に座標変更後の概
念オブジェクトを表示させる。
【００９９】
図１３左図は図１１左図の概念整理空間をX軸を中心に回転させ、Z軸の正の方向から見て
おり、ユーザが整列メニュー７５０の円周上配置ボタン７５２を押し下げ、概念オブジェ
クト８００を指定することにより、概念オブジェクト８００から下位の配置面に配置され
ている下位概念オブジェクトを概念オブジェクト８００を中心とする円周上に座標移動し
たものである。また図１３右図はユーザが整列メニュー７５０の円周上配置ボタン７５２
を押し下げ、概念オブジェクト８１０を指定することにより、概念オブジェクト８１０か
ら下位の配置面に配置されている下位概念オブジェクトを概念オブジェクト８１０を中心
とする円周上に座標移動したものである。
【０１００】
上記平面配置処理と同様に、ユーザが整列メニュー７５０の円周上配置ボタン７５２を押
し下げ、概念オブジェクト８００を指定する操作により、概念整理空間管理サーバ２に概
念整理空間生成手段７１のプログラムに登録された円周上配置アルゴリズムを実行させる
。円周上配置アルゴリズムが指定された概念オブジェクト８００の座標から配置面に対し
て垂直に下ろした直線と各配置面との交点座標を中心座標として、あらかじめ概念整理空
間生成手段７１のプログラムに定義された間隔Rで各配置面に円を描き、前記円周上に概
念オブジェクト８００の下位概念オブジェクトの座標を移動する処理を行うことで、端末
機２００はその座標変更結果を概念整理空間に表示させる。
【０１０１】
このように円周上に下位概念を表示し、マウスなどのポインティングデバイスを用いて円
周上で下位概念の配置変更することにより、下位概念のグループ化を容易に行うことがで
きる。
【０１０２】
図１３に示すように、Z軸方向から概念整理空間を見たとき、端末機２００の表示画面に
対して手前に位置する概念オブジェクトの表示を大きくするなどにより、概念の上下関係
を視覚的にわかりやすく表示させてもよい。
【０１０３】
図１４左図は図１２の平面配置を実行した概念整理空間をZ軸を中心に回転させ、X軸の正
の方向から見た図である。
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同一の配置面上にY座標の等しい概念オブジェクトが複数存在する場合、座標のZ成分が最
も大きい概念オブジェクトを優先して表示する。あるいは、特定のユーザが関心を持って
いる概念オブジェクトとして指定された概念オブジェクトを優先して表示することでもよ
い。
【０１０４】
このように同一配置面上に配置された代表的な概念オブジェクトやその概念の説明を表示
させることにより、概念体系の概要を把握することができる。
【０１０５】
図１４右図は図１４左図の画面表示状態の概念整理空間に対し、図７の概念オブジェクト
座標変更ボタン７０３を押し下げ、座標移動操作を実行することにより、概念オブジェク
ト８１０および概念オブジェクト８１１の座標を配置面３の平面上で移動させた図である
。
このように特定の配置面上に存在する概念オブジェクトを個別に座標移動することにより
、前記概念オブジェクトと上位下位概念オブジェクトとの関係をわかりやすく表示するこ
とができる。例えば図１４左図のように概念オブジェクトの座標を変更することにより、
「肉食動物」は「脊索動物」及び「節足動物」とは異なる視点による動物の分類であるこ
と、「節足動物」と「クモ」などの動物種との間には「脊索動物」における「爬虫類」の
ような中間的な分類がないことなどを一見して理解することができる。
【０１０６】
以上のように同位概念オブジェクトを一つの配置面上に配置し、見る座標軸の方向によっ
て概念の配置を自動的に、または手動で変更することにより、概念の上下関係を保持した
まま複雑な概念関係をわかりやすく表示および整理することができる 。
【０１０７】
図１５は派生概念整理空間の作成時の画面例である。
【０１０８】
ユーザによる端末機２００に表示された概念 整理空間操作画面６３０の派生概念整理空
間作成ボタン７０７押し下げにより、派生概念整理空間の作成命令が概念整理空間管理サ
ーバ２に伝達され、概念整理空間管理サーバ２の派生概念整理空間生成手段７８により、
端末機２００は派生 概念整理空間作成画面６５０を表示する。
【０１０９】
派生概念整理空間作成時の座標系、座標原点および座標軸方向の指定処理は前述の概念整
理空間作成時の処理と同様に行う。
【０１１０】
派生 概念整理空間作成画面６５０の複製ボタン６５１を押し下げ、派生元の概念整理空
間操作画面６３０の概念整理空間内に存在する概念オブジェクトを指定することにより、
前記概念オブジェクトを派生概念整理空間へ複製する処理を実行する。そのとき派生概念
整理空間と派生元の概念整理空間の座標系が同じ場合は座標移動により複製した概念オブ
ジェクトを派生概念整理空間に表示し、座標系が異なる場合は概念整理空間管理サーバ２
の概念整理空間座標変換手段７２にて派生元の概念整理空間の座標系から派生概念整理空
間の座標系へ変換する処理を実行し、複製した概念オブジェクトを派生概念整理空間に表
示する。
あるいは、派生概念整理空間に新規概念オブジェクトを作成し、新規概念オブジェクトか
ら派生元の概念整理空間内に配置された概念オブジェクトや会話を参照してもよい。
【０１１１】
派生概念整理空間への概念オブジェクトの作成は、ユーザの概念オブジェクト作成ボタン
６５３を押し下げる操作により、端末機２００は概念オブジェクト作成メニュー６４０（
図８）を表示する。派生概念整理空間への概念オブジェクト作成操作及び処理は、前述の
概念整理空間への概念オブジェクト作成操作及び処理と同様に行う。
【０１１２】
続いて、派生概念整理空間内に作成した新規概念オブジェクトAを指定し、参照先指定ボ
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タン６５２を押し下げて概念整理空間操作画面６３０に表示された派生元の概念整理空間
内の概念オブジェクトBを指定するユーザ操作により、参照関係の記憶命令が管理サーバ
１に送信される。管理サーバ１は前記命令と概念オブジェクトA及びBの概念オブジェクト
管理番号を概念オブジェクト記憶サーバ４に送信し、概念オブジェクト記憶サーバ４は参
照元 の概念オブジェクトBの概念オブジェクト管理番号に参照先の概念オブジェクトAの
概念オブジェクト管理番号を、また参照先の概念オブジェクトAの概念オブジェクト管理
番号に参照元の概念オブジェクトBの概念オブジェクト管理番号を関連付け、概念オブジ
ェクト間の参照関係を概念オブジェクト格納部５４に格納する。
【０１１３】
更に、派生 概念整理空間に複製あるいは新規作成した概念オブジェクトは、座標移動ボ
タンを押し下げ により、マウスなどのポインティングデバイスを用いて派生概念整理空
間内の任意の配置面上の座標に移動して もよい。ユーザによる前記座標移動操作により
、概念オブジェクトの移動命令は管理サーバ１を経由し、概念整理空間座標変換手段７２
により、座標軸ｘ、ｙ、ｚでの座標値が計算され、その座標値が概念整理空間情報格納部
５１に記憶される。
【０１１４】
以上の操作により作成された派生概念整理空間は派生元の概念整理空間と概念整理空間管
理番号をキーに関連付けられ、概念整理空間情報格納部５１に格納される。
【０１１５】
また同様の処理により、派生概念整理空間に配置された概念オブジェクトを、座標移動や
座標変換あるいは参照することにより任意の概念整理空間の任意の配置面上の座標に表示
することができる。
【０１１６】
以上のように派生概念整理空間を作成することにより、例えば複雑な上下関係をもった概
念整理空間から必要な概念オブジェクトだけを抽出し、概念を整理することができる。ま
た、複数の概念整理空間の間で概念オブジェクトの集約が可能となることで、例えば複数
の概念整理空間から直接関連のない概念オブジェクトを集約し、異なる視点から概念を考
察することができる。また派生概念整理空間を作成して編集、整理した概念オブジェクト
の関係を派生元の概念整理空間に集約し、派生元の概念体系の中に反映することができる
。
【０１１７】
図１６は概念オブジェクト６２２に関する検討を、会話及び２Dデータあるいは３Dデータ
を用いて行う画面例である。以下に概念オブジェクト６２２とその下位概念オブジェクト
６２３に対して会話６２７を作成する実施例を記述する。
【０１１８】
概念整理空間操作画面６３０の会話対象指定ボタン７１０を押し下げ、概念オブジェクト
６２２と６２３を指定する操作により、端末機２００の特徴点会話記述手段８４のプログ
ラムが会話記述欄６６０を端末機２００に表示 させ、ユーザは会話記述欄６６０に自由
な文章を入力する方法により入力する。このとき、会話分類選択ボタン６６２を押し下げ
、概念関連データ記憶サーバ６が言葉格納部から抽出した知識用語を端末機２００に表示
し、前記知識用語から会話の分類名を選択してもよい。
【０１１９】
続いて会話表示座標指定ボタン６６１を押し下げ、概念整理空間内の適切な座標をポイン
ティングデバイスにより指定する。
【０１２０】
ここにおける適切な座標とは、軸の名称及び上位下位概念を考慮し、会話を配置するユー
ザが他の会話や概念オブジェクトとの相対的な配置関係から適切であると判断した座標で
ある。ひとつの配置面上に存在する概念オブジェクトや会話、特徴点を対象とする会話を
記述するとき、ユーザは前記配置面上の適切なX座標及びY座標を指定して決定する。また
、複数の配置面上に存在する概念オブジェクトや会話、特徴点を対象とする会話を記述す
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るとき、ユーザは前記配置面間の適切なX座標、Y座標及びZ座標を指定して決定する。
【０１２１】
例えば図１５においてユーザDが概念オブジェクト６２２と６２３を対象として会話６２
７を記述するとき、ユーザDはX座標としてユーザDが指定されている座標を、Y座標として
強度に関係の無い記述内容であるので0を、Z座標として、下位概念オブジェクト６２３と
上位概念オブジェクト６２２の間の座標を指定する。
【０１２２】
前記ユーザの会話表示座標指定操作により、会話の作成命令及び記憶命令が管理サーバ１
に送信される。
管理サーバ１は会話記憶命令を受信すると、会話の対象として指定された概念オブジェク
ト６２２及び６２３の管理番号と会話のテキスト情報及び分類情報を概念関連データ記憶
サーバ６に送信する。概念関連データ記憶サーバ６はサーバにインストールされたデータ
マネージメントシステムにより、前記会話に対し概念整理装置１０００内でユニークな会
話管理番号を決定し、前記会話のテキスト情報及び分類情報を会話管理番号と共に会話格
納部５５に格納する。また、会話の対象として指定された概念オブジェクトを会話の上位
対象と認識し、会話の概念オブジェクト６２２及び６２３に対する次数値として-1を、ま
た概念オブジェクト６２２及び６２３の会話に対する次数値として1を決定し、それぞれ
の次数値を概念オブジェクト管理番号と会話管理番号に記憶する。
【０１２３】
同時に、概念関連データ記憶サーバ６は決定した会話管理番号を管理サーバ１に送信し、
管理サーバ１は会話の作成命令と共に会話の対象として指定された概念オブジェクトの管
理番号及び座標情報、会話の管理番号及び、座標情報、テキスト情報を概念整理空間管理
サーバ２に送信する。概念整理空間管理サーバ２は概念整理空間生成手段７１により会話
の対象として指定された概念オブジェクト６２２及び６２３の座標と会話の座標情報から
関係線６４４及び６４５の描画情報を決定し、会話管理番号に会話の座標情報と関係線６
４４及び６４５の描画情報を関連付けて概念整理空間情報格納部５１に格納する。同時に
会話のテキスト及び関係線６４４及び６４５の表示命令を管理サーバ１に送信し、管理サ
ーバ１が端末機２００に会話と関係線の表示情報を送信することで、端末機２００は会話
６２７、関係線６４４及び６４５を表示する。
【０１２４】
このとき、会話の対象として会話や特徴点を指定してもよい。
【０１２５】
図１７は図１６を概念オブジェクト６２２を中心としてY３軸方向、Z３軸方向から見た視
点の表示に切り替えたときの画面例である。
【０１２６】
Y３軸方向、Z３軸方向からの視点により、概念オブジェクト６２２に対して特定のユーザ
がどのようなことに関心をもって会話をしているかをY３軸方向あるいはZ３軸方向の成分
により視覚的に理解することができる。例えば図１７左図の視点から、ユーザBがベタ芯
構造では「強度が不安」であると発言しているのに対し、ユーザCはユーザDの発言内容か
ら木材Aを使用したベタ芯構造であれば「強度は十分」であると考えていることが理解で
きる。また、図１７右図の視点から、概念オブジェクト６２２とその下位概念オブジェク
ト６２３とを関連させたユーザDの発言から、ユーザDは天板の構造を検討する際に材質を
気にしているということが理解できる。このとき複数の会話が重なって表示される場合、
自動的に最新の会話を前面に表示する。または、特定のユーザにより関心のある会話とし
て指定された会話を優先的に前面に表示させることでもよい。以上の表示変更は概念整理
空間管理サーバ２に保存される。
【０１２７】
以上のように会話を概念整理空間上に各座標軸の方向に整理して配置し、視点を切り替え
て見ることで、概念に対する検討や議論の内容を空間的な配置で整理して理解することが
できる。
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【０１２８】
以下、２Ｄデータあるいは３Ｄデータにおいて概念あるいは会話の対象として人が指定し
た点の座標を特徴点と呼ぶものとし、特徴点作成の対象となる２Dデータ（本、文書、写
真、動画、図、レイアウト図、設計図、ポンチ絵、MRI、レントゲン、ＣＴなど２次元座
標系にデジタルデータを作成編集記録するソフトウエアで作成された２次元のデジタルデ
ータあるいは、３次元のデジタルデータの表示画面のスナップショットや印刷用の表示デ
ータなど）及び３Dデータ（CADシステムやCGシステムなどで作成編集された３次元データ
、レーザー、超音波などの測定技術による３次元計測機を用いて測定された３次元データ
やCT、MRIなど医療機器で利用される測定技術により測定された２次元データを3次元デー
タ化した３Ｄデータなど）を実態オブジェクトと呼ぶものとし、概念オブジェクトが示す
代表例として、あるいは会話が参照する具体例などとして実態オブジェクトを概念整理空
間内に表示し、特徴点を作成して概念オブジェクトあるいは会話と前記特徴点とを関係線
により関係付けることにより、実態オブジェクトと概念オブジェクトあるいは会話とを関
係付けて概念整理空間内に表示させることができる。
【０１２９】
特徴点を作成する対象のデータは概念整理空間操作画面６３０の特徴点作成対象データ指
定ボタン７０８を押し込み、対象データを概念オブジェクト格納部５４あるいは概念整理
装置１０００の外部にネットワークにより接続された記憶装置３００に記憶されたファイ
ルから指定し、前記データを表示する概念整理空間内の座標を指定することにより、概念
整理装置１０００は概念整理空間内の指定された座標にデータを表示する処理を実行する
。
概念整理空間への２Dデータや３Dデータの表示処理については、概念整理空間へ概念オブ
ジェクトとして記憶装置３００に記憶された２Dデータや３Dデータを表示する前記実施例
と同様に行う。
【０１３０】
図１８は３次元の座標空間における実態オブジェクトへの特徴点の作図例を示したもので
ある。図１８左図は直方体の表面に特徴点を作成した結果を示している。特徴点が直行座
標系の座標（ｘ、ｙ、ｚ）を示すだけでは人は端末機２００にて視覚的に捉えにくいため
、特徴点は例えば、直方体の表面の座標（ｘ、ｙ、ｚ）を中心とする半径ｒの球形状とし
ている。このように特徴点を明示するための形状を特徴点の幾何形状タイプと以下では呼
ぶものとする。また、３３は特徴点の引き出し線と以下では呼ぶものとする。
【０１３１】
３次元の座標空間における２Dデータの実態オブジェクトへの特徴点の作図は、２Dデータ
は３次元の座標空間の直交座標系において例えば２つの軸であるｘ軸およびｙ軸の要素の
みを持つ平面的なデータとして表示することができるため 、上記方法と同様に行うこと
ができる。あるいは３次元の座標空間上において任意の平面を指定し、２Ｄデータが持つ
各座標点の情報を前記指定された平面上の座標点に転写する処理により、２Ｄデータを３
次元座標空間上に表示させてもよい。
【０１３２】
図１９は概念整理空間において３DデータAに特徴点５０００を作成する画面例である。ユ
ーザが画面に表示された３ＤデータAに対して、マウスなどのポインティングデバイスや
キー操作により、特徴点Aを作成したい座標を指定する。その指定された座標（x1,y1,z1
）は、その３ＤデータAの座標原点４０００とする同じ座標系に作成される。この時、３
ＤデータAがサーフェスモデルであり、特徴点がその面を意味することとしての知識を記
録する場合には、特徴点の幾何形状タイプの球の中心の座標をサーフェス面内に見つける
計算処理にて、特徴点座標（x1,y1,z1）を計算により求める方法でもよく、あるいはユー
ザのポインティングデバイスやキー操作によって、指定された座標に特徴点を決定し特徴
点区分だけで例えば面という知識を示す対象部分の意味を明確化する方法でも良い。
【０１３３】
２Dデータの実態オブジェクトへ概念整理空間で特徴点を作成する場合、端末機２００の
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操作により記憶装置３００から抽出した２Dデータを管理サーバ１を介して概念オブジェ
クト取込管理サーバ２に送信し、概念オブジェクト取込管理サーバ２の概念オブジェクト
フォーマット変換手段７４により概念整理装置１０００で扱うことが可能な 特定の座標
系を設定することができるデータフォーマットに変換してもよく、あるいは、端末機２０
０の操作により前記２Dデータを作成したソフトウェアにて端末機２００の表示画面上に
表示させ、端末機２００の画面キャプチャ機能を用いてその表示画面を概念整理装置１０
００で扱うことが可能な画像データ として保存し、概念オブジェクト取込管理サーバ２
に送信してもよい。
【０１３４】
概念オブジェクト取込管理サーバ２は受け取った２Dデータに概念オブジェクト座標決定
手段７３を用いて２Dデータが記憶装置３００で保有する座標系をデフォルトの座標系で
ある直交座標系と座標原点に座標変換し、概念オブジェクト取込管理サーバ２の概念オブ
ジェクト取込格納部５２に保存することで、２Dデータを３次元の座標空間上で扱うこと
が可能となる。それにより、上記と同様の方法で２Dデータに３次元の座標空間上で特徴
点を作成できる。
【０１３５】
以下に概念整理空間において３DデータAに対する特徴点５０００の作図方法の実施例につ
いて記述する。
【０１３６】
特徴点５０００を決定後、ユーザの端末機からの操作により、特徴点５０００から引き出
した線分である特徴点の引き出し線を作図する。このとき、ユーザの端末機２００による
線分の線種、太さなどの選択結果により、端末機２００のプログラムは特徴線をユーザの
端末機２００に表示する。
【０１３７】
続いて、この特徴点Aを登録するか否かなどのユーザに対する確認メッセージを端末機２
００のプログラムが端末機２００の画面に表示し、その登録実行のユーザ操作により、そ
の情報はユーザの端末機２００から概念整理装置１０００にネットワーク５００を介して
送信される。送信された新規の特徴点情報が概念整理装置１０００にて受信されると、概
念関連データ記憶サーバ６にインストールされたデータマネージメントシステムより、あ
らかじめ、規定された概念整理装置１０００内でユニークとなる特徴点管理番号ルールに
基づき、特徴点Aに概念整理装置１０００内でユニークな特徴点管理番号１０００１００
を決定する。
【０１３８】
この特徴点管理番号１０００１００はこの属性として、例えば、特徴点が作成された座標
系、特徴点のA座標（x1,y1,z1）とその特徴線のもう一つの端点のB座標（x2,y2,z2）、特
徴点が作成された年月日時刻などを保存する。概念関連データ記憶サーバ６がこれらの処
理を完了後、決定した特徴点管理番号１０００１００はネットワークを介して、ユーザの
端末機２００に送信される。端末機２００のプログラムはその情報をユーザの端末機２０
０の表示画面に表示されている３ＤデータAにユーザ操作により表示された特徴線のもう
一つの端点Bに特徴点管理番号１０００１００を表示する。以上の処理により、３Ｄデー
タに1つの特徴点の作図が終了する。
【０１３９】
ユーザは会話対象指定の操作時に特徴線の端点に表示された特徴点管理番号１０００１０
０を指定することにより、前記特徴点に対して会話を記述してもよい。特徴点に対する会
話の記述及び表示は前述の概念オブジェクトに対する会話の記述及び表示と同様に行う。
【０１４０】
概念オブジェクトと特徴点との関連付けは、例えば図１６の概念オブジェクト６２２を指
定し、関係線作成ボタン７０４を押し下げ、関係線の終点として実態オブジェクト６２８
に作成された特徴点の頭６２５を指定する操作により、概念整理空間管理サーバ２のプロ
グラムにより2点間の座標の間に関係線６２６を描画する処理を実行する。同時に特徴点
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６２５を概念オブジェクト６２２の下位特徴点として、次数情報を概念オブジェクト管理
番号をキーとして概念オブジェクトデータ格納部５４に格納する。また概念オブジェクト
６２２を特徴点６２５の１次の上位概念オブジェクトとして、次数情報を特徴点管理番号
をキーとして概念オブジェクトデータ格納部５４に格納する。実体オブジェクトの概念整
理空間での位置座標や概念オブジェクトと実体オブジェクト間の関係線情報は概念整理空
間管理サーバ２に記憶される。
【０１４１】
特徴点との関係づけは概念オブジェクトだけでなく、会話に対しても行うことができる。
【０１４２】
図２０はユーザが概念整理空間内の情報を指定することで前記情報をグループ化し、前記
グループに対して名称を付与することにより、概念整理空間内の情報を管理する画面例で
ある。
【０１４３】
ユーザが概念整理空間操作画面６３０の情報グループ登録ボタン７１２を押し下げること
により、端末機２００のプログラムが情報グループ登録画面６８０を表示させる。
例えば図２０の画面例においてあるユーザが作業デスクの天板構造の強度に関する情報を
グループ化し管理するために、前記ユーザは強度に関して最も上位に位置する会話である
、概念オブジェクト６２２の１次下位会話６３１を指定し、情報グループ登録画面６８０
の「指定会話から下位」の条件６８１を指定する。
【０１４４】
また、ユーザは会話を軸の名称に準じた座標に配置するため、会話座標の領域指定をする
ことにより、特定の内容の会話をグループ化することができる。
例えば概念オブジェクト６２２を中心とする座標軸X3’Y3’Z3’とその座標原点に対して
Y＜0を満たす配置面６２９上の領域を領域指定欄６８２に入力することにより、強度に関
して不足しているという内容の会話の座標を抽出することができる。
【０１４５】
以上のように、情報グループ登録画面６８０においてユーザにより指定された次数範囲と
概念整理空間の空間範囲に存在する概念オブジェクト・特徴点及び会話対して、グループ
名記入欄６８３にグループ名を入力し、登録ボタン６８４を押し下げることにより、グル
ープ登録命令が管理サーバ１に送信される。端末機２００は前記命令と共に、前記指定し
た次数範囲及び空間範囲と、その範囲内に存在する概念オブジェクト・特徴点及び会話の
各管理番号、情報グループ名、情報グループ登録操作を実行したユーザのユーザID（以下
、グループ登録情報と呼ぶ）を管理サーバ１に送信する。管理サーバ１はグループ登録命
令を受信すると前記グループ登録情報を概念関連データ記憶サーバ６に送信することで、
概念関連データ記憶サーバ６はサーバにインストールされたデータマネージメントシステ
ムにより、ユニークなグループ管理番号を決定し、前記グループ登録情報をグループ管理
番号をキーとして情報グループ格納部５８に格納する。
【０１４６】
ユーザは情報グループ登録時に指定した範囲内の概念オブジェクトや特徴点、会話に変更
が加えられたとき、または前記範囲内に新規概念オブジェクトや特徴点、会話が追加され
たとき、その通知を自動的に受け取るために、情報グループ登録画面６８０の「指定範囲
の情報変更時に通知を受け取る」選択肢６８５にて、この条件を有効にしてもよい。
【０１４７】
このように概念整理空間内の自分が関心のある情報を基準として、その情報からの上位下
位の次数や空間的な領域を関心のある情報の塊として登録し、前記指定範囲内の情報の変
化を通知することにより、自分の知りたい情報を的確に、またタイムリーに得ることがで
きる。
【０１４８】
図２１は概念整理装置１０００の情報開示登録の画面である。ユーザは端末機２００にて
、概念整理空間操作画面６３０の情報開示登録ボタン７１４の押し下げにより端末機２０



(25) JP 6108278 B2 2017.4.5

10

20

30

40

50

０のプログラムが図２０の情報開示登録画面６６０を表示させる。ユーザは情報開示登録
画面６６０にて情報開示制限をかける概念整理空間内の情報の範囲を指定することにより
、前記指定した情報を特定のユーザに対し開示するか否かを制限できる。
【０１４９】
ユーザは情報開示登録画面６６０の対象先指定欄６６１にユーザ名を記入する、あるいは
アクセス制御サーバ７のユーザ情報格納部５７から抽出したユーザ名を選択する操作によ
り、情報を開示するか否かの対象ユーザを指定し、開示する情報の範囲を指定する。たと
えば特徴点指定欄６６２にて特徴点１について、指定特徴点から２次以内の情報を開示す
ると登録することにより、特徴点１の１次上位概念である概念オブジェクト６２２と、概
念オブジェクト６２２の上位概念オブジェクト６６３、下位概念オブジェクト６２３、概
念オブジェクト６２２に記述された１次の下位会話である会話６２３および会話６６４ま
での範囲のみ開示する制限を、概念関連データ記憶サーバ６の開示制御手段７７が実行す
る。
【０１５０】
このように情報開示登録の情報は、端末機２００からネットワーク５００を介して、管理
サーバ１へ送信され、管理サーバ１から概念関連データ記憶サーバ６に対して、開示制御
手段７７の実行を命令する。この開示制御手段７７では、次数による情報の範囲指定がな
された場合は概念オブジェクト、会話および特徴点の次数情報から指定された次数範囲に
対応する概念オブジェクト、会話および特徴点を概念オブジェクトデータ格納部５４およ
び会話格納部５５から検索し、概念整理空間管理サーバ２に送信する。また、座標領域が
指定された場合、その領域情報から２Dデータや３Dデータの切断面を計算処理により算出
し、２Dデータや３Dデータの幾何形状を切断する。この切断した幾何形状を管理サーバ１
に送信し、管理サーバ１はネットワーク５００を介して、ユーザの端末機２００へ切断さ
れた部分のデータのみを表示させる。ユーザはその表示結果を確認して、指定した対象先
に情報を送信することができる。
【０１５１】
一般的な開示制限方法では２Dデータや３Dデータなどのファイルが開示単位となり、セキ
ュリティ上必要以上の形状情報などが伝達される課題があった。概念整理装置１０００で
は、ユーザが端末機２００により特徴点６２５についての開示可否を情報開示登録画面６
６０に示す例のように特徴点記述対象データのファイルよりも、更に詳細な特徴点単位の
情報開示を管理することができる。また、２Dデータや３Dデータと関連する概念および検
討中の議論との関係性を保持した状態で見ることができるので、例えばある３Dモデルの
一部の部品の形状情報を外部企業に提供し、部品製作を依頼する際、部品の形状情報と共
に議論を共有することで外部企業と共に部品の仕様について検討し、より品質を高めるこ
とができる。
【０１５２】
図２２は検索画面例を示す。
【０１５３】
ユーザの概念整理空間操作画面６３０の検索ボタン７１３を押し下げる操作により、端末
機２００のプログラムが検索範囲指定画面６７０を表示させる。検索処理は、例えば、ユ
ーザが端末機２００にて、自由に検索ワードを入力し、前記検索ワードが含まれる表示概
念整理空間内の情報を概念関連データ記憶サーバ６のデータベースから検索する概念関連
データ検索手段７６を実行させる。
検索結果は、管理サーバ１より、検索要求を発した端末機２００にネットワーク５００を
介して、端末機２００に図２１の検索結果一覧６７１を表示させる。
【０１５４】
概念オブジェクデータ格納部５４や会話格納部５５からユーザの指定する言葉を検索する
方法は、例えばテキスト情報からの全文検索によってでもよく、あるいは、図２の端末機
１００による概念分類管理手段にてマスターとして登録された図5を例とする分類から言
葉を選択することにより、前記分類を会話分類として選択して記述された会話を検索する
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概念関連データ検索手段７６が実行される。
【０１５５】
また図２２の検索結果一覧６７１を確認し、不要な情報が多い場合、指定した概念オブジ
ェクトや特徴点、会話を基準とする上位下位の次数指定や、検索領域を空間的に絞り込む
ことにより、的確に必要な情報が含まれる領域を絞り込むことができる。
【０１５６】
例えば「ベタ芯構造」に対する強度の検討内容を把握する為、ユーザは概念整理空間を回
転させてZ軸方向からの視点で見ることにより、Y軸方向に強度に関する会話が展開するこ
とになる（図１７）。そこから強度に関してユーザが着目する概念オブジェクトや会話、
特徴点を指定し、前記指定した対象の概念オブジェクトや会話、特徴点を基準として例え
ば１次以内の関係線で繋がった概念オブジェクトや会話、特徴点を検索範囲指定画面６７
０にて指定することにより、指定した対象周辺の情報のみを表示することができる。抽出
した一連の情報を概念整理空間を回転表示させながら様々な軸の方向から見ることにより
、２次元的な表示ではわかり辛い複雑に関係しあった概念オブジェクトや会話、特徴点の
関係を理解することができる。
【０１５７】
端末機２００からの概念オブジェクト、特徴点、または会話の指定及び次数の指定による
情報の検索命令は管理サーバ１に送信され、管理サーバ１は概念関連データ記憶サーバ６
に前記命令を伝達する。概念関連データ記憶サーバ６は概念関連データ検索手段７６によ
り、指定された概念オブジェクト、特徴点、または会話を基準とする指定範囲の次数を持
つ対象データを概念オブジェクトデータ格納部５４および会話格納部５５から検索する。
前記検索情報を管理サーバ１に送信し、管理サーバ１は前記検索情報のみを概念整理空間
上に表示する命令を概念整理空間管理サーバ２に伝達する。概念整理空間管理サーバ２は
概念整理空間生成手段７１により伝達された検索情報のみを表示した概念整理空間を生成
し、前記空間の表示情報とユニークな管理番号と関係保存された概念整理空間に表示の為
の位置座標などを管理サーバ１に送信する。管理サーバ１は受け取った検索情報および空
間の表示情報を端末機２００へ送信し、端末機２００は検索情報を検索結果一覧６７１に
表示し、その検索結果のみを概念整理空間内に表示する。
【０１５８】
また、派生関係にある概念整理空間や参照関係にある概念整理空間、概念オブジェクト、
特徴点、会話を検索結果一覧に表示させてもよい。例えばユーザは図２２の検索結果一覧
６７１から、概念オブジェクト「ベタ芯構造」は派生概念整理空間である「コスト検討」
に引用されていることがわかるため、派生概念整理空間と合わせて表示することにより天
板構造についてより多面的に検討することができる。
【０１５９】
このように、ユーザは端末機２００を用いて、必要な概念を概念整理装置１０００から検
索し、ビジュアルに概念と概念に関する会話、２Dデータ、３Dデータを表示させ、色々な
軸方向から見ることにより整理して理解することができる。また、検索結果から表示され
た派生概念整理空間や参照情報などを指定することにより、現在見ている概念オブジェク
トや特徴点、会話を異なる概念整理空間から別の視点で見ている情報を表示させることが
できる。ユーザは概念を空間的に配置し直すことで視覚的に理解を行い、派生概念整理空
間や参照情報を辿ることで様々な角度から概念を見て整理することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１６０】
本発明は重工業、プラント、造船、車両、電気、電子製品等を製造する製造業、医療にお
ける患者カルテ情報の蓄積、映画、漫画、アニメーション、ゲーム、広告宣伝や教育に利
用可能である。
【符号の説明】
【０１６１】
１　　管理サーバ
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２　　概念整理空間管理サーバ
３　　概念オブジェクト取込管理サーバ
４　　概念オブジェクト記憶サーバ
５　　会話記憶データベースサーバ
６　　概念関連データ記憶サーバ
７　　アクセス制御サーバ
５１　概念整理空間情報格納部
５２　概念オブジェクト取込格納部
５３　言葉格納部
５４　概念オブジェクト格納部
５５　会話格納部
５６　タグ情報格納部
５７　ユーザ情報格納部
５８　情報グループ格納部
７１　概念整理空間生成手段
７２　概念整理空間座標変換手段
７３　概念オブジェクト座標決定手段
７４　概念オブジェクトフォーマット変換手段
７５　概念関連データ検索手段
７６　座標変換手段
７７　開示制御手段
７８　派生概念整理空間生成手段
８１　概念分類管理手段
８２　概念整理空間作成手段
８３　概念オブジェクト登録手段
８４　特徴点会話記述手段
１００　端末機
２００　端末機
３００　記憶装置
５００　ネットワーク
１０００　概念整理装置
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